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あらまし
カードベース暗号は様々な研究者により発展を繰り返
し，実用的なプロトコルから理論的な興味に基づく研究
まで幅広く研究されている．そのうち，最も重要な問題
の一つに「最小枚数のカードによるプロトコルの構成」
がある．具体的には，1ビットを 2枚のカードで符号化し，
n個のビットを示す 2n枚のカード列だけが入力として
与えられたときに，どのような論理関数が秘密計算でき
るか，という問題である．これまでAND [1]やXOR [2]

等の基本的な関数や，3入力多数決関数等 [3]が最小枚
数で秘密計算できることが知られているが，任意の関数
に対して最小枚数で秘密計算できるかどうかは分かって
いない．そこで本稿では，n変数の対称関数を対象とし，
最小枚数のプロトコルの構築を試みる（既存研究では，
2n + 2枚のプロトコルが提案されている [4]）．本稿で
提案するプロトコルでは，特殊なケースを用いたシャッ
フル操作を計算過程に含み，入力数 nはある値以上であ
る必要がある．今後本稿の成果を基に，これらの制約を
取り除けるかどうかの検討が望まれる．
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